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２
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奥
駈

奥
駈

奥
駈

奥
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ラ
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ポ
ー
ト

ト
レ
ラ
ン
サ
ポ
ー
ト

ト
レ
ラ
ン
サ
ポ
ー
ト

ト
レ
ラ
ン
サ
ポ
ー
ト
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど
 

毎
年

、
ゴ

ー
ル

デ
ン

ウ
イ

ー
ク

の
次

の
週

末
に

行
わ

れ
て

い
る

「
ト

レ
イ

ル
ラ

ン
大

峯
奥

駈
」

が
今

年
で

何
回

目
に

な
る

の
か

は
知

ら
な

い
が

、
こ

こ

数
年

、
行

仙
宿

で
水

の
提

供
、

コ
ー

ラ
の

販
売

を
す

る
の

が
恒

例
行

事
と

な

っ
て

し
ま

っ
た

。
 

ラ
ン

ナ
ー

の
顔

ぶ
れ

も
ほ

ぼ
同

じ
で

、
一

年
に

一
回

、
そ

れ
も

極
短

時
間

し
か

お
目

に
か

か
ら

な
い

が
、

ど
ち

ら
も

覚
え

て
い

る
の

が
不

思
議

な
く

ら

い
だ

。
１

２
日

に
は

沖
﨑

さ
ん

た
ち

４
名

が
、

第
一

ベ
ン

チ
の

復
旧

工
事

に

上
が

っ
て

く
る

と
の

連
絡

を
受

け
た

。
午

前
１

１
時

頃
ま

で
に

は
ラ

ン
ナ

ー

が
通

過
す

る
の

で
、

第
一

ベ
ン

チ
ま

で
降

り
る

予
定

、
と

伝
え

た
。

 

 
 

 
 

 

電
球

型
蛍

光
灯

を
荷

揚
げ

 
 

チ
ェ

ー
ン

ソ
ー

は
残

す
 

 
 

行
仙

宿
に

到
着
 

１
１

日
お

昼
前

に
登

山
口

着
、

昼
食

を
済

ま
せ

て
か

ら
モ

ノ
レ

ー
ル

に
食

料
、

電
球

型
蛍

光
灯

、
チ

ェ
ー

ン
ソ

ー
な

ど
を

積
込

み
上

昇
開

始
。

 

モ
ノ

レ
ー

ル
終

点
で

、
ま

ず
最

初
に

食
料

と
電

球
型

蛍
光

灯
を

小
屋

ま
で

荷
揚

げ
す

る
。

小
屋

に
着

く
と

ト
イ

レ
に

誰
か

人
が

入
っ

て
い

る
。

荷
物

を

管
理

棟
に

入
れ

、
小

屋
に

戻
る

と
登

山
者

が
一

名
、

逆
峯

で
昨

日
は

持
経

宿

で
泊

り
、

今
日

は
こ

こ
で

ゆ
っ

く
り

休
養

し
て

本
宮

を
目

指
す

と
の

こ
と

だ

っ
た

。
し

ば
ら

く
話

を
し

て
か

ら
チ

ェ
ー

ン
ソ

ー
を

取
り

に
モ

ノ
レ

ー
ル

終

点
ま

で
戻

っ
た

。
 

今
日

の
メ

イ
ン

メ
ニ

ュ
ー

は
鉄

塔
の

少
し

上
に

あ
る

斜
木

を
切

っ
て

、
滑

車
と

ロ
ー

プ
で

引
き

上
げ

る
こ

と
で

あ
る

。
ウ

ォ
ー

ム
ギ

ヤ
の

入
っ

た
ウ

イ

ン
チ

は
重

く
(1

5
㎏

）
、
チ

ェ
ー

ン
ソ

ー
と

同
時

に
持

っ
て

歩
く

の
は

困
難

な

の
で

、
今

日
は

軽
い

滑
車

４
個

と
６

㎜
の

ロ
ー

プ
( ３

０
ｍ

) を
組

み
合

わ
せ

て
テ

ス
ト

し
た

。
念

の
た

め
に

ハ
ン

ド
プ

ラ
ー

(1
to

n
) も

持
っ

て
来

た
が

、

使
う

こ
と

は
無

か
っ

た
。

 

 
 

 
 

 

滑
車

を
使

っ
て

引
き

上
げ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
引

き
上

げ
完

了
 

 

今
回

、
滑

車
は

２
個

を
動

滑
車

、
１

個
を
固

定
滑

車
と

し
て

使
用

、
理
論

上

引
っ
張

る
力

は
４
倍

に
な

る
は

ず
だ

。
斜

木
は
直
径

が
１

３
㎝

、
長

さ
約
７

ｍ
で
先
端

の
枝

が
別

の
木

に
引

っ
か

か
っ

て
い

る
。
先
端

は
斜
面

か
ら
高

い
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位
置

に
あ

り
手

が
届

か
な

い
。
根
元

か
ら

１
ｍ

ほ
ど
先

に
滑

車
と

ロ
ー

プ
を

取
り
付

け
て

、
斜

め
上
方
よ

り
引

っ
張

っ
て

か
ら
根
元
付
近

を
切
断

、
ゆ

っ

く
り

ロ
ー

プ
を

引
く

と
徐
々

に
木

が
上

が
っ

て
き

た
。

し
か

し
５

０
㎝

ほ
ど

上
が

っ
た
所

で
動

か
な

く
な

っ
た

。
木

そ
の

も
の

の
重

さ
よ

り
も
枝

が
引

っ

か
か

っ
て

い
る
抵
抗

が
か

な
り

大
き

い
こ

と
が
判

り
、

引
っ

か
か

っ
て

い
る

枝
を
慎

重
に

切
断

し
た

。
こ

れ
で

引
き

上
げ

が
可
能

に
な

り
、

２
ｍ

ほ
ど

引

き
上

げ
た

と
こ
ろ

で
先
端

の
細

い
部
分

を
切

り
落

と
し

て
登

山
道
脇

に
置

く

こ
と

が
出

来
た

。
滑

車
と

ロ
ー

プ
に
よ

る
引

き
上

げ
方
法

は
、

引
き

上
げ

る

方
向

を
若
干
高

め
に

と
る

こ
と

で
十
分

実
用

に
耐

え
う

る
こ

と
が
判

っ
た

。
 

チ
ェ

ー
ン

ソ
ー

な
ど

の
道
具

を
ま

と
め

て
登

山
口

に
戻

る
。
途
中

数
カ
所

で
登

山
道

に
突

き
出

し
て

い
た
古

い
株

を
切
断

、
１

２
日

の
資
材

荷
揚

げ
の

た
め

に
、
モ

ノ
レ

ー
ル

を
登

山
口

に
戻

し
て

か
ら
手

ぶ
ら

で
小

屋
迄

戻
っ

た
。
 

 
 

 
 

 

水
場

は
涸

れ
る

寸
前

 
 

 
 

水
場

か
ら

戻
る

 
 

 
 

 
 

照
明

交
換
 

 小
屋

に
は
先

の
一

名
の
他

に
２

名
の

宿
泊

者
が

い
た

。
後

の
２

名
も

逆
峯

で
、

今
日

は
深

仙
宿

か
ら

来
た

そ
う

だ
。
ポ
リ
タ

ン
ク

を
調
べ

る
と

、
殆

ど

が
空

に
な

っ
て

い
た

。
1
0
L

 
の
タ

ン
ク

を
担

い
で

水
場
へ

降
り

る
。
途
中

、

ち
ょ

っ
と
足

を
滑

ら
せ

て
咄
嗟

に
傍

の
木

に
腕

を
ま

わ
し

た
ら

、
腕

に
擦

り

傷
が
出

来
て

し
ま

っ
た

。
半
袖

の
時
期

に
は
特

に
注
意

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

水
場

に
到

着
、
ア
リ
ャ
リ
ャ
！
流

れ
て

な
い

。
溜

ま
っ

て
い

る
水

は
澄

ん
で

は
い

る
が

、
水
流

が
無

い
。

奥
の
岩
肌

を
か
ろ
う

じ
て

伝
い
落

ち
て

い

る
程
度

だ
。

水
面

の
ゴ
ミ

を
除

け
て

、
ポ
リ
タ

ン
ク

を
一
杯

に
し

た
が

、
あ

と
何

日
か

で
水

は
流

れ
な

く
な

る
だ
ろ
う

。
ポ
リ
タ

ン
ク

を
担

い
で

ゆ
っ

く

り
と

小
屋

を
目

指
す

。
少

し
漏

れ
て

い
る
よ
う

で
、
背
中

が
濡

れ
て

く
る

が

立
ち
止

ま
ら

ず
に

小
屋

に
戻

っ
た

。
 

ポ
リ
タ

ン
ク

を
降
ろ

し
て

す
ぐ

に
電

球
交
換

、
発

電
機

を
始
動

す
る

。
や

は
り

新
品

は
明

る
い

。
 

ス
ト

ー
ブ

に
火

を
入

れ
な

が
ら

宿
泊

者
と

話
し

を
す

る
と

、
明
朝

は
４

時
に

出
発

す
る

と
い
う

。
こ

の
時

間
は
早

す
ぎ

る
の

で
管

理
棟
へ

引
っ
越

す
こ

と

に
し

た
。

持
っ

て
き

た
天
丼

を
チ

ン
し

て
ゆ

っ
く

り
夕

食
を

取
る

。
 

午
後
７

時
過
ぎ

に
小

屋
を
見

に
行

く
と

、
全
員

が
寝
息

を
立

て
て

い
た

。

発
電
機

を
止

め
て

管
理

棟
に

戻
る

が
、

L
E

D
照
明

が
点

灯
し

な
い

。
小

屋
 

の
L

E
D

照
明

は
点

灯
し

て
い

た
が

、
１

２
Ｖ

の
L

E
D

が
非
常

に
暗

い
。
先

日
取

り
付

け
た

５
Ｖ

の
L

E
D

は
良
好

な
の

で
、
バ
ッ

テ
リ

ー
の

電
圧

が
下

が
っ

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
 

後
で

児
嶋

さ
ん

に
聞

く
と

、
小

屋
は
充

電
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
ー

を
経
由

せ
ず

に
接
続

し
て

い
る

が
、

管
理

棟
と

ト
イ

レ
は

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

ー
を

経
由

し
て

い
る

の
で

、
バ
ッ

テ
リ

ー
の

電
圧

が
下

が
れ

ば
自
動
的

に
出
力

が
O

F
F
に

な

る
、

と
の

事
だ

っ
た

。
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

補
給
路

登
山

口
1
1
:
5
5
→
1
3
:
0
7

行
仙

宿
1
3
:
1
5
→
1
3
:
4
0

鉄
塔

上
斜

木

1
4
:
5
2
→
1
5
:
4
2
補
給
路

登
山

口
→
1
6
:
2
5

行
仙

宿
→
1
6
:
5
3

水
場
→
1
7
:
2
9

行
仙

宿
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
)
    

５５ ５５
月月 月月
１
２

１
２

１
２

１
２
日日 日日
（（ （（
日日 日日
）） ））
 

晴
 

午
前

５
時

前
、
窓

か
ら
差

し
込
む
太
陽

の
明

る
さ

で
目

が
覚

め
た

。
 

小
屋

を
見

に
行

く
と

３
人

の
姿

は
無

く
、
き

れ
い

に
片
付

け
ら

れ
て

い
た

。

６
時
半
ご
ろ

ま
で
横

に
な

っ
て

過
ご

し
、

お
湯

を
沸

か
し

て
紅
茶

を
入

れ
 

る
。

今
日

の
朝

食
は
パ

ン
に

し
た

。
７

時
か

ら
６

日
に

管
理

棟
東
側

斜
面

か

ら
引

き
上

げ
て

お
い

た
杉
枯
枝

の
処

理
を

始
め

た
。
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枯
枝

を
整

理
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
チ

ェ
ー

ン
ソ

ー
を

分
解

清
掃
 

直
後

に
児

嶋
さ

ん
か

ら
電

話
が

あ
り

「
イ

ン
パ

ク
ト

ド
ラ

イ
バ

ー
を

持
っ

て
来

て
く

れ
」

と
の

こ
と

だ
っ

た
の

で
、

モ
ノ

レ
ー

ル
終

点
ま

で
ド

ラ
イ
バ

ー
を

降
ろ

し
て

、
沖
崎

さ
ん

に
そ

の
旨

を
メ

ー
ル

す
る

。
 

再
び
枯
枝

の
処

理
、
燃
や

せ
る

ゴ
ミ
や

ト
イ

レ
の
紙

を
焼
却
炉

に
入

れ
て

、

枯
枝

と
同

時
に
燃
や

す
。

大
変
よ

く
燃
焼

す
る

の
で

、
ゴ
ミ

は
全

て
灰

に
な

っ
た

。
枯
枝

の
太

い
部
分

は
薪
用

に
小

切
っ

た
。

 

 
 

 
 

 

ト
レ

ラ
ン

到
着

 
 

 
 

 
 

 
 

出
発

 
 

 
 

 
 

 
 

４
人

目
も

通
過
 

８
時
半
ご
ろ

か
ら

、
笠
捨

山
日
帰

り
と

思
わ

れ
る

登
山

者
が

５
名

通
過

、

過
去

の
ト

レ
ラ

ン
で
早

い
人

は
９

時
過
ぎ

に
到

着
し

た
が

、
９

時
半

を
過
ぎ

て
も
到

着
し

な
い

。
チ

ェ
ー

ン
ソ

ー
を

使
っ

た
の

で
、
分
解
清
掃

を
始

め
た

。
 

長
い

間
掃
除

し
て

い
な

い
の

で
、
オ

イ
ル

が
硬

く
な

っ
て
落

と
す

の
に

時

間
が

か
か

る
。

ソ
ー

チ
ェ

ー
ン

を
外

し
て
ブ

ロ
ア

ー
で
掃
除

し
て

い
る

と
、

ト
ッ

プ
の

ラ
ン

ナ
ー

が
到

着
。

コ
ー

ラ
２

本
を

お
買

い
上

げ
、

今
年

の
参

加

者
は
８

名
で

、
内

４
名

が
前
鬼

で
リ
タ

イ
ア

、
今

日
走

っ
て

い
る

の
は

４
名

だ
け

だ
と
判

っ
た

。
人

数
が

少
な

い
の

で
、
ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
水

と
ポ
カ
リ

を
提

供
、

す
ぐ

に
後
続

の
２

名
が
到

着
し

た
。
彼

ら
は

水
の
貴

重
さ

が
良

く

解
か

っ
て

い
る

の
と

、
荷

物
の

重
量

を
重

く
し

た
く

な
い

こ
と

で
、
必
要

最

低
限

の
量

し
か

持
っ

て
行

か
な

い
。

連
休
中

の
宿

泊
者

の
中

に
ポ
リ
タ

ン
ク

の
コ
ッ

ク
を

開
け

た
ま

ま
歯
磨

き
を

し
て

い
た

人
が

い
た

こ
と

と
は
雲
泥

の

差
が

あ
る

。
ト
ッ

プ
は
７

～
８
分

、
後
続

２
名

は
４

～
５
分

の
休
憩

で
そ

れ

ぞ
れ
出
発

し
た

。
チ

ェ
ー

ン
ソ

ー
の
清
掃

が
終
了

し
、

４
人

目
の

ラ
ン

ナ
ー

が
１

１
時

に
通

過
し

た
。

こ
の

人
は
７

０
歳

を
超

え
て

い
る

そ
う

だ
。

 

１
１

時
５
分

、
生

熊
さ

ん
が

一
人

で
上

が
っ

て
来

ら
れ

た
。
３

人
は

第
一

ベ
ン

チ
工

事
中

で
、

生
熊

さ
ん

は
備
蓄
品

の
荷

揚
げ

と
、

前
鬼

で
薪
作

り
の

た
め

の
道
具

を
取

り
に

来
ら

れ
た

。
最

終
走

者
も

通
過

し
た

の
で

、
荷

物
を

ま
と

め
て
下

り
始

め
た

。
５
分

ほ
ど
下

っ
た
所

で
ガ

ソ
リ

ン
缶

を
手

に
登

っ

て
く

る
山

川
さ

ん
に
出
会

い
、
再
び

小
屋

に
戻

っ
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

行
仙

宿
0
7
:
2
0
→

モ
ノ

レ
ー

ル
終

点
→
0
7
:
5
0
行

仙
宿
1
2
:
3
5
→
1
2：
5
8
第

一

ベ
ン

チ
1
3
:
1
6
→
1
3
:
3
0
補
給
路

登
山

口
。

 
 

 
 

 
(
記

；
梶

野
)
 

     

５５ ５５
月月 月月
１
２

１
２

１
２

１
２
日日 日日
（（ （（
日日 日日
）） ））
    
第
一

第
一

第
一

第
一
ベ
ン
チ
の

ベ
ン
チ
の

ベ
ン
チ
の

ベ
ン
チ
の
再
設
置
工
事

再
設
置
工
事

再
設
置
工
事

再
設
置
工
事
 

皆
さ

ん
、

奥
駈

道
で

も
小

屋
で

も
、

ま
た

水
場

に
お

い
て

も
、

こ
う

し
た

ら
あ
ゝ

あ
る
べ

き
だ

、
な

ど
気

に
し

て
い

た
だ

い
て

い
る

。
 

今
回

の
第

一
ベ

ン
チ

も
、
玉
岡

前
相
談
役

か
ら

復
旧
要
請

が
あ

り
、

そ
の

腐
食

の
進

み
具

合
か

ら
、

山
川

さ
ん

も
気

に
な

っ
て

い
て

、
早

く
交
換

す
る
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必
要

が
あ

る
と
考

え
ら

れ
、
座
面

に
す

る
足
場
板

２
枚

を
準
備

、
登

山
口

に

デ
ポ

さ
れ

て
い

た
。

 

平
治

宿
の

大
掃
除

、
１

０
連

休
の
対
応

も
一
段
落

し
た

の
で

本
日

、
沖

﨑
、

山
川

、
生

熊
、

児
嶋

の
４

名
が
出
向

く
こ

と
に

な
っ

た
。

ま
た

こ
の

日
は

奥

駈
ト

レ
イ

ル
ラ

ン
の
サ
ポ

ー
ト

で
、

前
日

か
ら

行
仙

宿
泊

の
梶

野
君

も
途
中

か
ら
現
場

に
降

り
手

伝
う

、
と

の
申

し
出

も
あ

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

浦
向

道
、

十
津

川
橋

に
標

識
設

置
 

 
 

 
 

 
 

１
１

時
過

ぎ
、

行
仙

宿
到

着
 

 

朝
８

時
、

沖
﨑

車
一
台

で
出
発

、
児

嶋
、

山
川
宅
へ
寄

る
。
久
々

の
熊

野

市
経
由

で
の

行
仙

宿
行

き
だ

。
 

途
中

、
浦
向
集
落
先

の
森
林

組
合
倉
庫
横

の
浦
向

道
( 旧
逓

信
道

) 入
山

登
山

口
の

道
標

を
取

り
替

え
た

。
 

９
時
半

過
ぎ

に
行

仙
宿

登
山

口
に

着
く

。
モ

ノ
レ

ー
ル

に
生

熊
、

山
川

が

乗
り

、
座
面

の
板

２
枚

、
筋
交

い
用

の
材

木
４

本
と

行
仙

宿
の
備
蓄
品
（
缶

ビ
ー

ル
・
ス

ー
パ

ー
ド

ラ
イ

１
ケ

ー
ス

、
ガ

ソ
リ

ン
5
L
、
洗
濯

済
み
枕
カ
バ

ー
３

０
枚

）
を

積
み

込
む

。
 

生
熊

さ
ん

は
備
蓄
品

を
行

仙
宿
へ

荷
揚

げ
、

山
川

さ
ん

は
ベ

ン
チ
資
材

を

現
場
へ

降
ろ

す
、

沖
﨑

、
児

嶋
の

２
名

は
材

料
や

工
具

を
背

に
第

一
ベ

ン
チ

へ
向

か
っ

た
。

 

現
場

に
３

名
が
集
結

。
い
つ

も
な

ら
こ

こ
で

、
ど
う

す
る

、
こ
う

す
る

、
と

一
悶

着
あ

る
の

だ
が

、
児

嶋
さ

ん
持

参
の
足
場
用
鋼

管
４

本
を
見

れ
ば
文
句

の
つ

け
よ
う

が
な

い
、
構
造
・

工
法
・
作
業
手
順

は
児

嶋
親
方

の
主
導

で
ス

ム
ー
ズ

に
運

ぶ
。

山
川

さ
ん

は
モ

ノ
レ

ー
ル

で
の

荷
揚

げ
途
中

、
足
場
板

一

枚
を
落

と
し

て
し

ま
い

、
歩

い
て

回
収

に
降

り
、
ガ

レ
た
沢

を
横

切
っ

て
、

ほ
ぼ

水
平

に
移
動

、
現
場

ま
で
運

ば
れ

た
。

 

 
 

 
 

 
 

 

本
日

の
参

加
者

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

背
板

の
施

工
中

 
 
 

 
 

 
 

沖
崎

は
十
五
曲

の
上
方
よ

り
、
寄
贈
丸
太

３
本

を
２
往

復
し

て
現
場
へ

降

ろ
す

。
資
材

、
工
具

も
揃

い
、

着
工

か
ら

一
時

間
ほ

ど
で
完
成

し
た

。
 

最
後

に
筋
交

い
２

本
を
打

ち
込

み
、

山
川

さ
ん

は
持

参
の
紙
や

す
り

で
座

面
の
ザ

ラ
ツ
キ

を
き

れ
い

に
仕

上
げ

て
く

だ
さ

っ
た

。
背
板

は
行

仙
宿

で
材

料
を
調
達

し
、
帰

り
に

取
り
付

け
る

こ
と

に
し

て
行

仙
宿

に
向

か
っ

た
。

 

モ
ノ

レ
ー

ル
終

点
か

ら
は

、
山

川
さ

ん
は
ガ

ソ
リ

ン
缶

、
沖

﨑
が

生
熊

さ
ん

の
ザ
ッ

ク
、

児
嶋

さ
ん

は
薪
材

を
手

に
す

る
。
途
中

で
降

り
て

き
た

生
熊

さ

ん
と
出
会
う

。「
も
う

で
き

た
ん

か
？

」
と

、
早

く
完
成

し
た

こ
と

に
ビ
ッ

ク

リ
の
ご
様
子

。
 

行
仙

宿
に
到

着
し

、
梶

野
君

を
含

め
た

５
人

で
昼

食
、

沖
﨑

持
参

の
珍

し

い
破
竹

の
お
寿
司
や

来
週

の
熊

野
修
験
接
待
後

に
予

定
し

て
い

る
前
鬼
・

小
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仲
坊

で
の
作
業

、
釈
迦
ヶ
岳

の
砂

荷
揚

げ
、
そ

れ
と
青

木
君
よ

り
地
蔵
岳
（
鎖

場
の

あ
る

）
の

お
地
蔵

さ
ん

が
無

く
な

っ
て

い
る

と
の
報
告

が
話
題

と
な

る
。
 

 
 

 
 

 

第
一

ベ
ン

チ
完

成
 

 
 

 
 

 
 

座
り

初
め

 
 

 
 

 
 

登
山

口
に

下
山
 

 

昼
食
後

、
生

熊
さ

ん
に

モ
ノ

レ
ー

ル
を

降
ろ

し
て

い
た

だ
き

、
ベ

ン
チ
背

板
( 役

行
者
像

開
眼

供
養

の
際

に
チ

ェ
ー

ン
ソ

ー
製
材

し
た
残

り
) を

持
ち

、

第
一

ベ
ン

チ
へ
運

ぶ
。

 

現
場

で
寄
贈
丸
太

を
半
分

に
切

り
、
先

を
付

け
て

ベ
ン

チ
の
後
ろ

に
立

て
、

持
ち

お
ろ

し
た
板

を
取

り
付

け
。

こ
こ

で
も

あ
っ

と
い
う

間
に
完
成

し
た

。

最
後

に
杭

２
本

を
打

ち
込

ん
で
固

定
、
立
派

な
ガ
ッ

チ
リ

し
た

ベ
ン

チ
が
完

成
し

た
。

 

足
に
単

管
鋼

管
を

使
用

し
た

の
で

、
木
材

に
比
べ

る
と
耐
用

年
数

も
格
段

に

長
く

な
る

だ
ろ
う

。
 

本
日

の
作
業

は
滞

り
な

く
終
了

、
午
後

３
時
半
ご
ろ

に
家

に
帰

着
し

た
。

 

 

帰
宅
後

、
浅
井
證
善
師
よ

り
携
帯

に
メ

ー
ル

が
あ

り
「

５
月

１
２

日
本

日
、

深
仙

登
拝

、
砂

は
全

て
上

が
っ

て
い

ま
し

た
。

３
０

日
に
私

の
関
係

者
若

者

１
０

名
程
度

が
釈
迦
ヶ
岳

予
定

、
彼

ら
の
功
徳

を
積
む

た
め
是
非

荷
物

を
用

意
し

て
い

た
だ

け
れ

ば
有

難
く

思
い

ま
す

、
因

み
に
千
丈
平

の
水

は
か

れ
て

い
ま

し
た

一
雨
欲

し
で

す
（
原
文

の
ま

ま
）
」

と
の

こ
と

。
 

来
週

、
２

０
０
袋

を
登

山
口

に
デ
ポ

す
る
旨

を
返

事
す

る
。

 

梶
野
君

の
話

で
は

、
行

仙
の

水
場

も
流

れ
込

み
は
殆

ど
無

く
、
下

に
た

ま

っ
て

い
る
分

の
み

。
こ

れ
は

い
つ

ま
で

持
つ
や

ら
？

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
記

；
沖

﨑
、
写
真

；
梶

野
)
 

          
 


